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在を否定するわけではない。そのような思想性を排除して「中立」を維持することなど、原理
的に不可能である。むしろ展示には「思想性」が反映されることを自覚し、それを適切な形で
伝えることこそが重要なことである。 
最後に専修大学近辺の産業遺産・戦争遺跡についてふれておきたい。専修大学最寄り駅であ
る、小田急線向ヶ丘遊園駅（旧名稲田登戸駅）の北口駅舎は、1927 年の小田原急行鉄道（現小
田急電鉄）開業時の面影を残す貴重な建築物である。小田原線多摩川西部重点 5駅に建設され
たマンサード屋根を備えた駅舎は、今日向ヶ丘遊園駅のみにしか遺されておらず、近代私鉄史
と都市開発史を考える上で貴重な文化財である。また生田の明治大学構内には、戦時中に建設
された陸軍登戸研究所の遺構が存在する。前者は現役の建築物であり、将来都市開発のなかで、
その存置が検討される時が訪れるかもしれない。駅舎については、軽井沢駅のような解体後の
復元事例や、東急田園調布駅の移築事例、JR 国立駅の保存運動など、地域のシンボルとしての
保全と活用の議論の蓄積は抱負である。後者については現在、その移設を巡ってすでに議論が
進められている。仮に移設を認めるにしても、嶋根報告でしめされたように「負の遺産」は、
それが「どこに」「どのような形で」展示されるかによって、場合によっては政治性を持つこと
があり、その点に自覚的な議論が進められることが望まれる。いずれにせよ。その地域におけ
る「教材」として、また歴史における「資料」として、その文化財としての価値を損なわない
方向で、保存についての議論が尽くされることを願ってやまない。 
